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研究課題別事後評価結果 
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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

本研究チームでは、前年度までに線虫をモデルとした中枢神経系まるごとのイメージングによ

り、アノテーションされた個々の神経の活動を測定するシステムを確立した。この成果をもと

に、1 年追加支援期間では、計測数を増やすことで、自発的活動と感覚応答、個体間で共通な

回路と異なる回路とを統計的に分離して、神経回路の一般的な動作特性を明らかにすることを

目的とした。 

線虫神経細胞の 4D ライブイメージングの解析からネットワーク構成に個体差があることを見出

す予想外の成果をあげ、方向転換の仕方を ASG 神経細胞が決めることを見出した。線虫の神経

ネットワークの全体像をイメージングで捉え、その作動機構を明らかにしようとする挑戦的な

課題であり、着実な歩みを示していると高く評価できる。 

数理的な手法を生命科学に取り込んで統合するという目的にもよく合致し、データサイエンス

を基盤として短期間に新規性のある研究を進めた。 

今後は、どのようなメカニズムで神経ネットワークの選択性が生じるかなどの解析がなされれ

ば、更なる新しい概念を打ち出すことができると期待する。継続して検討を進めてほしい。 
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